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新製品開発に応用する伝統技術

～科学技術の温故知新を考える～

２０１７年１２月１６日

生越 由美

東京理科大学



理科大のビジネススクール -技術経営専攻(MOT)

理科大MOTは理科大のビジネスス
クールとして生まれ変わりました

カリキュラム監修：MITスローンのクスマノ教授



伝統工芸と科学技術報告書
科学技術振興機構



① 福田金属箔粉工業㈱





② 備前焼模様ひだすき
（稲藁で赤に発色の微細構造と生成過程）



ベンガラ
• 日本で最初に人工的にベンガラが製造されたの
は、備中・吹屋（現・岡山県成羽町）で1704 年頃
でした

• 工業用ベンガラとしてセメントやプラスチック、ゴ
ムの着色、塗料・インク・絵具等に用いられる

• 中部・近畿地方以西の伝統的民家建築の木材
に塗られている

• 赤い色相の良好で彩度の高いローハベンガラ
は、磁器の絵付け・漆器・歴史的建造物のベン
ガラ塗装に多用されている



２００８年７月１８日
中国地域産学官

コラボレーションセンター功労賞受賞



赤絵 ベンガラ



③ 漆と科学技術
（殺菌性の証明）



重箱や弁当箱



新製品開発に応用する伝統技術

Ａ：伝統技術を使っ
た製品用途開発

Ｃ：伝統技術
のブランド化

Ｂ：伝統技術の
応用
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１．知識社会の到来

農業社会 → 工業社会 → 知識社会

公共財 私有財 地域財



農業社会

• 食べられる植物はどれか、

• いつ種をまけば良いのか、

• どうすればたくさん収穫できるか、

などの多くの情報は公共財だった。



工業社会

• 近世以降、天才的な個人が知的生産活
動を開始し、知的作品を個人の私的財
産とみなす習慣が発生した。

• 技術革新が活発になり、情報が大量に
流通し、不当なただ乗りを排除して適切
な対価を回収する仕組みを設けなけれ
ば正当な権利者の利益や文化文明の
発展を損ねない状況となった。

例）活版印刷、蒸気機関



• 活版印刷の発明は、書物の大量生産をもたらし、社会を
一新し、文明を生んだ。印刷本の出現こそ真の情報革命
だった。近代を生んだものは蒸気機関ではなくこの印刷本
だった。

• 印刷革命は労働力を変えた。数千人にのぼる教育ある修
道士から生計の資を奪った。300冊の印刷にわずか一日
しかかからなくなった。

• 活版印刷が宗教革命をもたらしたわけではない。だが活
版印刷がなければ、マルチン・ルターの宗教改革も地方の
小さな運動に終わっていたはずである。ルターはメディア
としての活版印刷の本質を理解し、それを利用した。

「テクノロジストの条件」
Ｐ．Ｆ．ドラッカー著



知的財産とは？

技 術・・・・・・ バイオ製品 ＩＴ技術 植物

特許法、実用新案法、種苗法、集積回路法など

ブランド・・・・・・ 製品ブランド コーポレートブランド 役務ブランド

商標法、商法、酒税の保全及び酒類業組合等に関する法律など

デザイン・・・・・・車のモデル 伝統工芸品

意匠法など

営業秘密・・・・・・製造ノウハウ 顧客リスト

不正競争防止法など

芸術 ・・・・・・音楽 映画 小説 建築物

著作権法など



知的財産の本質

知的財産 ＝ 情報 ＝ 付加価値の源泉

知的財産法 ＝ 情報の保護法



「工業社会」の次は？

『情報産業論』、梅棹忠夫、1962年

『知識産業論』、Ｆ・マハループ、原著1962年

『知識産業革命』、坂本二郎、1968年

『脱工業社会の到来』、 D・ベル、1975年

種々の論文から、

「情報産業社会」

「情報社会」 → 「知識社会」ｏｒ「情報社会」

「脱工業社会」

「知識産業社会」



社会の変遷

知識社会

工業社会

農業社会



無形資産と有形資産の割合変化
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（出所）Ｂｌａｉｒ，ｅｔ ａｌ．（２０００） 通商白書２００４から転載



第３次産業の進展
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サービス産業

• 観光、エンターテインメント、金融、医療、福
祉、教育、司法など



第2次産業のＧＤＰ比
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日 本 と ドイツ
モノづくりの国



第1次産業のＧＤＰ比
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イタリア と フランス と カナダ
美味しい食材の国



社会ゲーム

｢ポスト覇権システムと日本の選択」猪口邦子著 1987年 筑摩書房

中心となる
世紀

１９世紀 ２０世紀 ２１世紀

中心となる
価値

領土 富 アメニティー

主要な

対外的手段

戦争 通商政策 政策協調

ゲームの

決め手

強さ 効率 バランス

社会システ
ムの構造

階層秩序 集中化 分散化



やりたいことをやれ
本田宗一郎

「一日２４時間という限られた時間から、いかに
して人間が自由にできる時間を多く獲得するか
と言うのが、現代のテーマだと思う。すぐれた製
品の発明も、生産手段の工夫発見も、医学の研
究も、また飛行機がスピードを競うのも、結局こ
のためだと思う。サービスも少なく高運賃の
ジェット機が喜ばれるという時代である。いまや
距離すら時間に置き換えられてきた。・・・現代で
は時は金以上、すべての生命だ」



社会の中心価値の変遷

社会 農業社会 工業社会 知識社会

中心価値 食糧 富 ゆたかな
時間

情報の
位置づけ

公共財 私有財 地域財



付加価値の源泉

ＩＴ技術 → 第1次産業

バイオ技術 →技術 → 第2次産業

ナノテク技術 → 第3次産業

環境技術

歴史・地理 → 第1次産業

伝統 →文化 → 第2次産業

芸術 → 第３次産業



文化資本
• 歴史資源・・・美術品、歴史的建造物など

• 地域資源・・・地域の農林水産品、地域の伝
統工芸品、自然など

• コンテンツ資源・・・音楽、小説、伝統芸能など

風 景 伝統工芸品

国 宝

祭り

重要文化財

昔ばなし

http://www.yamagata-info.com/story/index.htm
http://www.yamagata-info.com/story/index.htm


第 一 次 産 業

第 二 次 産 業

第 三 次 産 業
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コ
ン
テ
ン
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資
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産業と文化資本



歌舞伎における発明たち
• 「花道 」。「花道」とは客席を横切って張り出し
た部分で、役者が出入りするために使われ
る。「花道」の発明により、歌舞伎は奥行きの
ある「２次元の世界」を手に入れた。

• 「せり上がり」も発明された。地下から舞台の
一部が競りあがってくる装置である。この発
明により、高さという「３次元の世界」を実現し
た。

• 「回り舞台 」や「どんでん返し」の発明は、大
道具をしつらえ直すための「時間」を獲得し
た。



シネマ歌舞伎
• １９９７年・・・ソニーとの共同研究開始

（ジョージルーカスがソニーにスター

ウォーズ撮影のHDキャメラを発注）

• ２００２～２００３年・・・シネマ歌舞伎構想

（デジタルシネマの普及）

• ２００３年１１月２７日 ・・・札幌でテスト上映

• ２００５年1月15日～2月4日・・・東劇で上映



産業と科学技術

第 一 次 産 業

第 二 次 産 業

第 三 次 産 業
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日本デザインの遺伝子[1] （１）

小
さ
く
、
薄
く
、
軽
く
す
る

印籠 トランジスタラジ
オ[2]

デジタルカメラ
[3]

[1]ＪＥＴＲＯ；タイで『日本デザインの遺伝子展』開催（2006年2月４日～3月31日）
http://www.jetro.go.jp/matching/j-messe/business/48k_02.html

[2]ソニー株式会社ホームページから転載
http://www.sony.co.jp/SonyInfo/CorporateInfo/History/sonyhistory-b.html

[3]ソニー株式会社ホームページから転載
http://www.sony.co.jp/SonyInfo/CorporateInfo/History/sonyhistory-g.html

http://www.jetro.go.jp/matching/j-messe/business/48k_02.html
http://www.sony.co.jp/SonyInfo/CorporateInfo/History/sonyhistory-b.html
http://www.sony.co.jp/SonyInfo/CorporateInfo/History/sonyhistory-g.html


日本デザインの遺伝子（２）

機
能
を
集
め
る

茶席組合せ忍
び箱

テレビ付きラジカ
セ[1]

携帯電話[2]

[1]ビクター株式会社 「ラテカセ」パンフレットから転載
[2]ソニー株式会社ホームページから転載
http://www.sonyericsson.co.jp/semcfun/download/desktop/dl/wallpaper/w42s/w42s_01

_s.html

http://www.sonyericsson.co.jp/semcfun/download/desktop/dl/wallpaper/w42s/w42s_01_s.html


日本デザインの遺伝子（３）

自
然
を
映
す

枯山 季節の羊羹[1] 携帯電話[２]

[1]とらやホームページから転載 「夏の山路」
http://www.toraya-group.co.jp/products/pro08/pro08_002.html

[2]KDDI株式会社ホームページから転載（中の携帯電話のデザイン；錦鯉がモチーフ）

http://www.kddi.com/corporate/news_release/2003/1006a/sankou.html

http://www.toraya-group.co.jp/products/pro08/pro08_002.html
http://www.kddi.com/corporate/news_release/2003/1006a/sankou.html


２．伝統技術の捉え方
• 伝統技術
• 伝統的技術
• 伝統工芸
• 伝統工芸品（東京都）
http://www.sangyo-
rodo.metro.tokyo.jp/shoko/dentokogei/japanese/gaiyo/産働）
• 伝統的工芸品（経済産業省）
http://www.meti.go.jp/policy/mono_info_service/mono/nichi
yo-densan/

※「的」とは、「工芸品の特長となっている原材料や技術・技
法の主要な部分が今日まで継承されていて、さらに、その持
ち味を維持しながらも、産業環境に適するように改良を加え
たり、時代の需要に即した製品作りがされている工芸品」とい
う意味（伝統的工芸品産業振興協会）



経済産業省・伝統的工芸品
「伝統的工芸品」とは、次の要件を全て満たし、伝統的
工芸品産業の振興に関する法律（昭和４９年法律第５７
号、以下「伝産法」という。）に基づく経済産業大臣の指
定を受けた工芸品のことをいいます。
1. 主として日常生活で使用する工芸品であること。

2. 製造工程のうち、製品の持ち味に大きな影響を与え
る部分は、手作業が中心であること。

3. １００年以上の歴史を有し、今日まで継続している伝
統的な技術・技法により製造されるものであること。

4. 主たる原材料が原則として１００年以上継続的に使
用されていること。

5. 一定の地域で当該工芸品を製造する事業者がある
程度の規模を保ち、地域産業として成立しているこ
と。



伝統的工芸品産業の振興に関する法律

伝統的工芸品産業の振興に関する法律昭和49
年5月25日法律第57号）とは、一定の地域で主と

して伝統的な技術又は技法等を用いて製造され
る伝統的工芸品が、民衆の生活の中ではぐくまれ
受け継がれてきたこと及び将来もそれが存在し続
ける基盤があることに鑑み、このような伝統的工
芸品の産業の振興を図り、もつて国民の生活に
豊かさと潤いを与えるとともに地域経済の発展に
寄与し、国民経済の健全な発展に資することを目
的とする日本の法律である。



経済産業大臣が指定する
伝統的工芸品の品目数と分類
2017（平成29）年1月26日時点

全225点

織物 (37)、染色品 (11)、その他繊維品 (4)

陶磁器 (31)、漆器 (23)、木工品･竹工品 (32)

金工品 (15)、仏壇･仏具 (17)、和紙 (9)

文具 (9)、石工品 (4)、貴石細工 (2)

人形･こけし (8)、その他工芸品 (20)

工芸材料･工芸用具 (3)



日本人は日本文化を否定している？

• 江戸時代 ⇒ 明治時代

• 第２次世界大戦後

司馬遼太郎『この国のかたち』

文藝春秋

「日本人は、いつも思想は

外からくるものだとおもっている。



① 第１の長期ビジョン

1980年

大平正芳総理大臣



２１世紀へ向けての提言（総説）

研究グループ報告書

1. 文化の時代研究議長 山本七平

2. 田園都市構想研究議長 梅棹忠夫

3. 家庭基盤充実研究議長 伊藤善市

4. 環太平洋連帯研究議長 大来佐武郎

5. 総合安全保障研究議長 猪木正道

6. 対外経済政策研究議長 内田忠夫

7. 文化の時代の経済運営研究議長 館龍一郎

8. 科学技術の史的展開研究議長 佐々學

9. 多元化社会の生活関心研究議長 林知己夫



文化の時代

• 日本はいま、国内的にも国際的にも、｢文化｣が
要請される時代、即ち｢文化の時代」となった。

• 明治以来の、対外的劣等感とその裏返しである
独善的優越感にとらわれた状況から脱し、自己
の文化を意識的に把握して自己の規範の根源
を明確にすべき時代が到来したのである。

• 日本文化はもはや日本人だけのものではなく
なっている。このことを、この｢文化の時代」に
あって強く自覚すべきである。



② 第２の長期ビジョン

2000年

小渕恵三総理大臣



日本の巨大な潜在力

明治以来の「追いつけ追い越せ」モデルによる発展
の間に生まれた既得権益と社会通念は、経済社会
を硬直させ、日本の活力をそいでいる。世界には、
新しい成功の出来合いのモデルはない。日本の中
に潜む資質、才能、可能性を活かすことが日本の将
来のカギとなる。その意味で、「日本のフロンティア
は日本の中にある」。

変革の核心は、①国民が国家と関わる方法とシス
テムを変えること、②社会における個と公の関係を
再定義し、再構築することにある。そのためには、こ
れまで十分ではなかった「自立」と「寛容」の精神を
育てる必要がある。



③ 第3の長期ビジョン

2005年

小泉純一郎総理大臣



日本が2030年に目指すべき3つの将来像

｢時持ち｣が楽しむ｢健康寿命８０歳｣

○「健康寿命８０歳」=現在の７５歳から８０歳へ

○「時持ち」=生涯の可処分時間が１割以上増える

○「二転職四学習社会」=楽しく働き、よく学び、よく遊
ぶ。生涯にわたって才能を磨く

○多様で良質なサービスに囲まれた暮らし=健康、生
涯学習、子育て支援など、新たな三種の神器といえ
る質の高い専門的サービスが普及

○地域を超えて拡がるつながり=社会的な共(つなが
り)の輪が拡がり、人の孤立化が防がれる



３．ＥＵにおける伝統技術
① スイスの時計産業

セイコー

シチズン

安い時計

スイス

時計産業が壊滅
的打撃



顧客セグメント

ハイエンド

アッパーミドル

ロウワーミドル

ボリューム



腕時計の輸出単価（輸出総額／輸出数量）
（千円、02年／11年）

スイス時計協会、日本時計協会
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バーゼルワールド２０１７
2017-03-23

世界の高級腕時計の分野はスイスがほぼ独占

• スイスの腕時計生産量は年間約３千万個。

• 世界の生産量のわずか２．５％にしか満たな
いが、売上高では腕時計市場の５割以上をス
イスが占めている。

• 価格１千フラン（約１１万円）以上の腕時計の
約９５％がスイス製だと推定されている。



輸出されるスイス製腕時計の
平均価格は８００米ドル（約９万円）

腕時計の主な輸出国５カ国の輸出状況
（２０１５年）

出典：スイス時計協会（FH）

売上高（単位：１０億米ドル） 生産量（単位：100万） 平均価格（単位：米ドル）

スイス 22.4 28.1 797.2

香港 9.9 276.7 35.8

中国 5.8 682.8 8.5

フランス 2.9 7.3 397.3

ドイツ 2.4 21.9 109.6



② イタリアの全産業
壊滅的打撃

世界やＥＵ各国の

安い製品

イタリア

全産業が被害

しかし、１５００の市
町村が生き延びた



第1のイタリア

• 自動車などの大企業、機械工業製品

• トリノ、ジェノバ、ミラノ

• フィアット、テレコムイタリア

第2のイタリア

• 農産品、ワイン、観光

• ナポリ、アマルフィ、パレルモ

• 代表的な企業？

第3のイタリア

• 伝統工芸品（革製品、家具、木工品、繊維、眼鏡、
タイルなど）、包装機械などの機械工業

• ボローニャ、フィレンツェ、ローマ、ヴェネツィア、モ
ンテベッルーナ

• ランボルギーニ、マセラティ、ドゥカティ、デロンギ



イタリアの各産地の経済規模は
1000億円に到達している

ヴェネト州：

プロセッコ（ワイン）

ＤＯＰワインの生産
量第1位

生産額16．8億ユー
ロ

プラトー（トスカーナ
州）：
繊維産業

欧州繊維産業の中
心地のひとつ

生産額４１．９億
ユーロ

パルマ：

パルミジャーノ・
レッジャーノ

1200年から製
造、ＤＯＰ認定

生産額１０．２億
ユーロ

サンタクローチェ：

トスカーナ州

靴や小物向けの牛革
なめし

職人技術が残っている

生産額13億ユーロ

輸出額9.4億ユーロ



イタリアと日本の特徴点

特徴 イタリア 日本

産地の経済
規模

１０００億円規模 数～数十億円規模

歴史の認識 都市国家の歴史
を深く認識

地域の歴史を認識し
ていない

輸出比率 高い 低い

ブランドやデ
ザインに対す
る理解

消費者、中小企
業共に理解が高
い

消費者の理解は高い
が、中小企業の理解
は低い



輸出を行う中小企業の割合
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イタリアと日本の眼鏡の単価
（円／個、2006年度）

加藤明『眼鏡産地の盛衰』
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デロンギ（トレヴィ―ソ）

• 2013年よりドイツメー
カー「ブラウン」の日本
向け調理器具製品の
販売・サポート業務を
デロンギ・ジャパンが
代理請負開始。



③ドイツの「ミーレ」
• 名だたる自動車メーカーを抑え、ドイツ人が
選ぶ国を代表する企業の1位に輝いた。

• 1899年にカール・ミーレとラインハルト・ジンカ
ンによって設立された。設立以来、同族会社
として運営されている。



ミーレ
• 一般的な家電商品の有に

2倍を超える価格の洗濯
機や食洗機を武器に成長
を続けるグローバル企業

• 商品には根強い愛好家が
多く、アップルの故・スティ
ーブ・ジョブズ氏は「どん
なハイテク機器にも感じた
ことのない興奮を覚えた」
と語っている。



④フランスの「ル・クルーゼ」



ル・クルーゼ スクリュープル



1851年 第１回 ロンドン万国博覧会
水晶宮(クリスタル･パレス) 

The Industry of All Nations, 1851: Illustrated Catalogue

(London: Bradbury and Evans, 1851, p. xiii) 



1855年 第2回 パリ万国博覧会

• 1851年の第1回ロンドン万博に対抗し、それま
での内国博覧会を中止して開催

• 同時期にクリミア戦争(1854-1856)が勃発した
が、皇帝ナポレオン三世の強力な支持で進め
られた。

• セーヌ川沿いに設けた長さ1,200mの機械館(

アネックス)には工業製品を展示し、労働者へ
の実物教育（蒸気機関車、蒸気船等の大型機
械が実際に稼動している様子を見る）



1855年 第2回 パリ万国博覧会

• クリスタルガラス・メーカーのバカラ
(Baccarat)社の製品紹介文に「1855

年パリ万国博覧会で名誉大賞受賞」と
あるように、万博でグラン・プリに輝き
、ブランドとしての地位を確立して今に
続いているメーカーはたくさんある。

• パリ万博では審査方法や審査委員の
選定基準を厳格化、詳細化して公正
を期し、褒章に権威を持たせ、グラン
プリの受賞は、出展企業にとってはま
たとない宣伝材料となった。



⑤バカラ（パリ８区）1764年創業



1862年 第3回万博 ロンドン万博

• 駐日英国公使であった
ラザフォード・オールコッ
クが、自身で収集した日
本の美術品などが展示
された。

• 開会式には文久遣欧使
節の一行が参加した。



1867年 第４回万博 パリ万博
• 幕府及び薩摩藩・佐賀藩が出品。

• 日本からも、江戸幕府、薩摩藩、鍋島藩が第４
回の万国博覧会である「パリ万博」から参加し、
有田焼は高い評価を受けた。

• 水戸藩の徳川昭武、渋沢栄一らがパリに赴く。



1867年 第４回万博 パリ万博

＜マイセン＞

中国の景徳鎮

↓

日本の有田焼

↓

ドイツのマイセン



⑥マイセン（ドレスデン）



ＯＥＭからの脱却
豊岡カバン（兵庫県）

鯖江の眼鏡（福井県）

泉州タオル（大阪府）

今治タオル（愛媛県）

燕三条の金属加工（新潟県）

東かがわの手袋（香川県）

欧米企業からの受注無

↓

伝統技術のブランド化へ



米国企業の国際競争力の変化に関する調査研究
１９９４年１０月 産業研究所

技術 パイ
オニ
ア国

アメリカ国内市場で
の米企業シェア％

アメリカ市場
の推定価額
（１００万ド
ル)１９８７

１９
７０

１９
７５

１９
８０

１９
８７

蓄音機 米 ９０ ４０ ３０ １ ６３０

テレビ（白黒） 米 ６５ ３０ １５ ２ １７５

テレビ（カラー） 米 ９０ ８０ ６０ １０ ５１５０

テープレコーダー 米 ４０ １０ １０ １ ５００

ビデオレコーダー 米 １０ １０ １ １ ２８９５

ボールベアリング 独 ８８ ８３ ７１ ７１ １６５７



福井県鯖江市の眼鏡産業
• 人口68,000人

• チタン合金や形状記憶合
金などの新素材開発に代
表される品質重視のもの
づくりに取り組む

• 眼鏡枠では、国内の約９０
％の生産シェアを持つ

• 技術集積型産地（253事業
所、出荷額547億円（H24）
）

• 6人に1人がメガネ産業に
従事



４．新製品開発に応用
①漆⇒環境に優しいプラスチック、塗料

京都大学 小林四郎教授

酸素触媒重合、酸化還元酵素の研究者

紫綬褒章を受章（2007年4月29日）



ウルシオールの発見者

• 東北大学教授、後の大阪大学総長を務めた
真島利行博士が１９２１年にウルシオールの
分子構造を解明。

• 日本に有機化学の幕開けをもたらした物質。

• １９４９年、真島博士は第１回目の文化勲章を
受章した。



ウルシオール
• ほとんどの成分が油分。

• ２００３年、ドイツでは国家プロジェクトとして
漆に含まれる酵素のラッカーゼを利用して抗
癌薬を研究。中国でも漢方薬として漆の利用
を研究。



環境に優しいプラスチック

• プラスチックの廃棄物

• 環境ホルモンによる内分泌かく乱作用

• 猛毒のダイオキシンの排出

京都大学 小林四郎教授

• 自然界の作る高分子への回帰

• セルロースの合成

• 自然界に由来する酵素



環境に優しい塗料

• シックハウス症候群

• １９８７年、ドイツのＢＡＳＦ社が水を溶剤にす
る自動車塗料を実用化した。

• 漆は、炭素、酸素、水素だけでできている地
球環境を汚さない塗料。

京都大学 小林四郎教授

• 人工漆の研究。ベンゼン環の側鎖の位置を
変えたのでかぶれない。



漆の殺菌性
２００５年(平成１７年）8月26日(金曜日）北国新聞

• 漆器に付いた大腸菌は24時間後にほぼ死滅する
など、漆に優れた抗菌効果があることが金沢工大
環境・建築学部の比較実験で明らかになった。

• 漆は古くから防腐、防虫効果があると言い伝えられ
てきたが、プラスチック樹脂など生活用品に用いら
れる他の素材と比べた結果、大きな効果が確認さ
れた。

• 実験には、黒、朱塗りの輪島塗と山中塗、伝統的工
法によらない単純な漆膜、ポリウレタンなどの樹
脂、桜や杉、ヒノキなどの木材計30種類を用意。5ｃ
ｍ四方にした実験材料に大腸菌群とカビをそれぞ
れ付着させて気温36度の下で24時間放置し、菌数
を比較した。



②アスベスト紙（禁止）⇒和紙（模索）

北海道千歳市ダイナックス
http://www.dynax-j.com/dnx/ja/product/at/

AT、CVT、DCT、HEV、トラ
ンスファ、4WDカップリングな
どの湿式クラッチ。自社で開
発した3種類（ペーパー、カー
ボン、不織布）の中からお客
様のニーズに合わせた摩擦
材を選定、提案します。



フジレース株式会社

世界が認める「和紙ブラインド」

群馬県桐生市相生町１－１５

1963年（昭和58年）設立

TEL 0277-53-6374

機能性和紙を編み上げる特殊技術により作られた「和
紙ブラインド」は、世界中探しても類似品がない「オン
リーワン商品」。大手ブラインドメーカーのＯＥＭ商品と
して、国内外に広く普及。



世界が認める「和紙ブラインド」
http://j-net21.smrj.go.jp/develop/genki_mono/2008mono/2009/01/01235057.html

和紙を使った、オンリーワン技術

和紙を使って、世界に通用するオンリーワン
商品を作りたい」と開発に取り掛かって約２５
年。全国を巡り、紙業メーカーを巻き込んで
試行錯誤を繰り返した結果、横方向に破れ
難い、十分な強度を持つ和紙の開発に成
功。機械設備も、汎用機を独自の改良方法
で改造した特殊仕様とすることで、極めて特
殊な技術を確立させた。用途に合せて和紙
と他の素材を適切に組み合わせ、付加価値
の高い和紙製レース製品を次々と生産する
技術は、世界のオンリーワン技術である。



天然素材にこだわった、新たな商品展開

数年来の技術開発の結果、特殊加工し
た糸状の和紙を、ポリ乳酸繊維とともに
撚り合せた「新和紙素材糸」が完成。この
和紙糸は、他の素材と組み合わせやす
く、また洗濯機での洗濯もできることか
ら、マット・シーツ、衣料、農業用資材等、
幅広い分野で、和紙製商品を展開するこ
とが可能となった。今後は、絹、綿、から
むしなどの他の天然素材と組み合わせ
て、「環境に優しい、天然和紙素材商品」
として、本格的な市場導入を目指してい
る。



日東電工

• 逆浸透/ナノフィルトレーション

• 半透膜でしきられた容器に濃厚溶液と希薄溶液を入れる
と、浸透圧の差によって希薄溶液側の溶媒が濃厚溶液
側に半透膜をとおって移行し、両溶液の濃度が一定にな
ろうとします。（図1）

• この現象を「浸透」といいます。
• 「逆浸透」（RO：Revers Osmosis）とは濃厚溶液側に浸透圧
より大きな圧力を加えることによって、半透膜を通して溶
媒を濃厚溶液側から希薄溶液側に移行させることです。
（図2）

• この逆浸透の原理を膜分離に利用したのが逆浸透膜モ
ジュールです。また、NF膜はRO膜の一種です。Na+、Cl-の
ような1価イオンは選択的に通しますが、SO42-のような多
価イオンや色素成分などの有価物を阻止します。



パナソニック

• 1996年、アラミド紙の配線板。

• 銅箔とアラミド紙の積層構造で、厚さ０．８ｍｍ。

• 初めて重量１００ｇをきった携帯電話が誕生し
た。



③ベンガラ⇒フェライト磁石

京都大学 高田利夫教授

ベンガラ α-Ｆｅ２Ｏ３

磁性体 γｰＦｅ２Ｏ３

テープレコーダー

ビデオレコーダー



④たたら製鐵⇒先端技術

• 岩崎航介（新潟県三条市）

• ユーロトンネル

• 航空機部品

• シャドウマスクの製造装置

• レーシックの刃

• ジレット、シック、ウイルキンソンの刃

• ハイテク包丁（吉田金属工業・新潟県燕市）



５．まとめ

• 科学技術の『温故知新』

において、

先端技術＝科学の発見年

先端技術≠技術の誕生年

である！

• 『江戸時代のハイテク･

イノベーター列伝』

をどう活用するか？



ご清聴ありがとうございました！

生越 由美

Email:ogose@rs.kagu.tus.ac.jp



 
 

生越 由美（おごせ・ゆみ） 
 

東京理科大学大学院教授 
 

 

東京理科大学薬学部卒。 

1982年経済産業省・特許庁を経て、 

2003年政策研究大学院大学助教授、 

2005年東京理科大学大学院教授。 

 

放送大学教授（兼任；2006～2013）、 

情報セキュリティ大学院大学客員教授（2007年～）。 

伝統＆先端技術、農業＆医療分野の知財戦略を研究。 

 

知的財産戦略本部コンテンツ・日本ブランド専門調査会委員（2007年～2009年）、

農林水産 技術会議専門委員（2008年～）、 

総務省独立行政法人評価委員会・情報通信・宇宙開発分科会 宇宙航空研究開

発機構部会 専門委員（2009年 7月～）、 

内閣官房 高度情報通信ネットワーク社会推進戦略本部 新戦略推進専門調査

会 農業分科会構成員（2013年～） 

などの公職を経験。 

 

著書は 

『社会と知的財産』（共著/財団法人放送大学教育振興会） 

『DVD-ROMで学ぶ「知的財産」入門』（ＰＨＰ出版） 

など多数。 

 

2006年度東京財団研究助成対象、 

2008 年（財）機械産業記念事業財団第 1 回知的財産学術奨励賞（日本知財学会

特別賞）受賞。 

講師プロフィール 


